
第３次美瑛町子どもの読書活動推進計画（案）に対する 

町民コメント実施結果について 

 

 

第３次美瑛町子どもの読書活動推進計画（案）に対するご意見の概要とご意見に対

する町の考え方は次のとおりです。 

貴重なご意見をお寄せいただき、ありがとうございました。 

 

 

１．町民コメントの実施結果 

 

案件名 第３次美瑛町子どもの読書活動推進計画（案）について 

実施期間 令和８年２月２０日（金）～３月１９日（木） 

案の公表方法 

１ 指定する場所での閲覧 

 （役場町民コーナー、町民センター、図書館、 

ビ・エール） 

２ 町ホームページへの掲載 

ご意見等の 

提出方法 

郵送、ファックス、電子メール、ＬＩＮＥ回答フォーム、

ご意見箱への投函 

結果の公表方法 町ホームページ 

ご意見等の 

提出者数、件数 

提出者：３人 件数：３件 

【提出方法内訳】 

郵送：０人、ファックス：０人、電子メール：０人、 

ＬＩＮＥ回答フォーム：３人、ご意見箱：０人 

※ ご意見については、原文のまま掲載しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 



２．ご意見の概要とご意見に対する考え方 

 

年代  ５０代 

ご 

意 

見 

この計画案で良いと思っています。 

町 

の 

考 

え 

方 

本計画（案）に対して御理解と御賛同をいただき、ありがとうございま 

す。 町民の皆さまの御期待に応えられるよう、読書環境の整備と計画の 

着実な実行に努めてまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



年代  ７０代 

ご 

意 

見 

「読書が好きになる」には、 

・読みたくなること 

・その内容の周りのことや登場人物（登場物）をもっと深く知りたくなるこ

と…などだと思う。 

そこで 1つの提案として、 

美瑛町を舞台にした「小説」「物語」を合同制作するのはどうだろう。 

１つだけでも良いし、いくつかのグループで数篇作るのもよいだろう。 

例） 

学年ごと、くらすごと、学校ごとに作品を創作していく。リレー方式も良い

だろう。例えば最初の方を書く人→話を膨らませていく人→話を収束させる

人 のように、イメージを共有しても良いし、また逆にしなくても良いし。

話の展開を誰も知らない物語でも面白いだろう。 

例） 

友人同士、家族単位、会社内グループ…などで制作。 

そういう実験的な物語作りを提案する。 

予想される効果として、 

・自分の書いた物語がどう展開していくのか知りたくなるので「どんどん読

みたい」 

・他のグループが書いた「物語」に興味を持つので「読みたい」 

・自分の知っている場所、美瑛町が舞台なので、「読みたい」 

などがあげられる。 

公募形式で作品は出版されると尚良いだろう。 

コンペティション形式にして、美瑛町図書館賞、とかあると励みになる。も

しかして、そういうなかから、本物の小説家が生まれるかも？ 期待が膨ら

む。私も是非、参加したい。 

町 

の 

考 

え 

方 

貴重なご意見ありがとうございます。 自ら物語を創作・共有するプロセ 

スを通じて読書意欲を高めるご提案は、大変ユニークで魅力的な取り組み

だと考えます。美瑛町を舞台とすることで郷土への愛着を深める効果も期

待できます。 

学校の教育課程との兼ね合いもあり、直ちに事業化することは難しい面も

ございますが、本計画が推進する「読書に親しむ機会の充実」に向け、今

後の図書館事業や学校での読書活動を検討する際の貴重な参考とさせてい

ただきます。 

 

 

 

 

 

 

 



年代  ５０代 

ご 

意 

見 

子供は今中２ですが、東小学校の 4年生頃に朝読書の時間がなくなりました。 

それまでは、学校で少しでも本を読む時間があったのですが、それ以降本を

読まなくなりました。 

 中学校に入り、朝読書の時間があり、そこからまた、本を読み始めて家で

も読むようになり、読書が好きになりました。 

 今も小学校で朝読書の時間が無いのであれば、是非時間を作ってもらいた

いと思います。 

 幼児期に読んでいた絵本が不要になり、親戚や近所の子供にもらってもら

いましたが、不要になった本を欲しい人にタダで渡せるリサイクル市等があ

ると良いなと思います。 

町 

の 

考 

え 

方 

現在、一部の学校を除き、すべての学校で朝読書の活動が行われている

状況です。一部の朝読書の取組みがない学校においても、全く読書活動に

取り組んでいないという訳ではなく、授業の中において読書の取組みを行

っております。このような教育活動全体を通じての多様な読書活動の取組

みを推進してまいりたいと考えます。 

また、ご提案いただいた不要になった本を欲しい方の手に届けるしくみ

として、図書館では毎年「古本市」を行っております。図書館では日々、

皆様から不要になった本の寄贈を受け付けております。ありがたいことに

多くの本の寄贈をいただくのですが、寄贈された本は図書館の棚に並んだ

り、並びきらない本は古本市に出品されます。古本市に出品された本は欲

しい方に無償でお渡しされますので、ぜひご活用ください。 

  

  


